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 公民・期末試験対策 問題集 

１ 人権・平和主義 

（1）以下の日本国憲法の条文に当てはまる語句をそれぞれ書きなさい。 

【9条】 

① 日本国民は、（      ）と（       ）を基調とする国際平和を誠実に希求し、国権の発動たる

（       ）と、武力による威嚇又は武力の行使は、国際紛争を解決する手段としては、永久にこれを

（       ）する｡ 

②  前項の目的を達成するため、陸海空軍その他の（       ）は、これを保持しない。 

国の（       ）は、これを認めない。 

【11条】 

国民は、すべての基本的人権の享有を妨げられない。この憲法が国民に保障する基本的人権は、侵すことの 

できない（     ）の権利として、現在及び将来の国民にあたへられる。 

【12条】 

この憲法が国民に保障する自由及び権利は、国民の不断の努力によつて、これを保持しなければならない。又、 

国民は、これを濫用してはならないのであつて、常に（        ）のためにこれを利用する責任を負ふ。 

【13条】 

すべて国民は、（      ）として尊重される。生命、自由及び（         ）に対する国民の権利に

ついては、（         ）に反しない限り、立法その他の国政の上で、最大の尊重を必要とする。 

 

（2）民主主義や人権の尊重に関する説明として、最も適切なものを次のア～エから１つ選び答えなさい。 

 ア 国際人権規約では、各国が達成すべき共通の基準が掲げられた。 

 イ 「知る権利」と「プライバシーの権利」は、日本国憲法で直接的に規定された人権である。 

 ウ 国際連合では、世界人権宣言と子ども（児童）の権利条約が採択された。 

 エ 直接民主制の例として、現在の我が国の国会があげられる。 

（3）高齢者や障がいのある人などが、社会のなかで安全・快適に暮らせるよう、身体的、精神的、社会的な 

 障壁を取り除こうという考え方をなんというか。次のア～エから１つ選び答えなさい。 

 ア ユニバーサルデザイン  イ フェアトレード  ウ バリアフリー 

 エ インフォームドコンセント 

（4）国民の権利として（      ）を受ける権利があることが定められている。また、国民の義務としても 

 保護する子どもに普通（      ）を受けさせる義務があることが定められている。 

 （    ）に入る語句を答えなさい。 

（5）新しい人権に当てはまるのは次のうちどれか。 

ア 生存権   イ 財産権   ウ 環境権   エ 刑事補償請求権 

（6）新しい人権のうちの自己決定権に関して、医療において医師が十分な説明や情報を与えたうえで、 

患者が治療方法に同意することを何というか。  （                 ） 
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２ 選挙と政党 

（1） 次の文中に当てはまる語句をそれぞれ書きなさい。 

・一般に、内閣を組織して政権を担当する政党を（A     ）といい、政権を担当しない政党を 

（B      ）という。 

政党政治では、２つの政党が競い合う二党制や 3つ以上の政党が存在する（C   ）党制が見られる。 

  ・政治や経済などの問題について、多くの人々によって共有されている意見を（D      ）という。 

 マスメディアは（D）調査を実施してその結果を報じている。 

  ・日本では、選挙によって選ばれた代表者が、議会をつくって政治を行う（E       ）民主主義を 

 とっている。そのため、選挙で投票することは、私たち一人ひとりの考えを政治に反映させる大切な 

 政治参加の一つである。 

（2） 次の文で述べている日本の選挙の原則に当てはまるものを、あとのア～エから 1つ選び、 

記号で答えなさい。 

 

 

 

 

ア 平等選挙   イ 直接選挙   ウ 秘密選挙   エ 普通選挙 

（3） 選挙の課題の１つに「一票の格差」がある。これはどのようなことか、「有権者数」「価値」という２つの 

語句を使って説明しなさい。 

 

 

 

 

（4） 次の表Ｘ・Ｙは、それぞれ小選挙区制と比例代表制のどちらかの選挙結果を示している。比例代表制の選挙 

結果を示しているのはどちらか記号で書きなさい。また、それが答えとなる理由を簡潔に書きなさい。 

表Ⅹ 

政党 

項目 
a 党 b 党 c 党 d 党 その他 

得票率  （％） 29 25 13 11 22 

議席の割合（％） 31 26 13 11 19 

記号：       理由：                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

選挙権は、かつては納税額で制限されたり、女性には認められなかったりしていたが、現在では日本国憲法

第１５条において、一定の年齢以上のすべての国民に保障されている。２０１５年の公職選挙法改正により、

選挙権年齢が引き下げられた。 

表Ｙ 

政党 

項目 
a 党 b 党 c 党 d 党 その他 

得票率  （％） 41 28 2 12 17 

議席の割合（％） 59 27 2 0 12 

 



3 

 

 

（5）次の文章は、選挙制度の課題の一つである一票の格差について説明したものである。［資料］を参考に、 

あ～うに当てはまる数字や語句を答えなさい。 

［資料］を見ると、議員一人あたりの有権者数の格差は最大（ あ ）倍になっており、Ａ県の一票の価値

は最も（ い ）なっている。この課題を改善するためには、Ａ県の定数を（ う ）ことも考えられる。 

［資料］ 

 

あ       い             う            

（6）以下の表中 X,Y,Zに当てはまる数字を入れなさい。 

 衆議院 参議院 

議員数 465人 248人 

被選挙権 満（X    ）歳以上 満（Y    ）歳以上 

任期 （Z   ）年 ６年（改選は３年） 

解散 あり なし 

（7）衆議院と参議院の選挙に関して、共通している事項は何か。 

（                        ） 
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3 国の政治 

（1） 国会の働きとして最も適切なものを、次のア～エから１つ選び記号で答えなさい。 

ア 外交関係を処理し、条約の締結を行う。 

イ 法律が憲法に違反していないかどうかの審査を行う。 

ウ 国政調査権を持ち、政治全般についての調査を行う。 

エ 最高裁判所長官の指名と、その他の裁判官の任命を行う。 

（2）次の文中に当てはまる語句をそれぞれ書きなさい 

 国会は、国民から選ばれた代表者で構成される国権の（A           ）である。また、 

 国会は唯一の（B          ）であり、その他のいかなる機関も法律をつくることができない。 

（3）国会の仕組みや働きについてまとめた文として、不適切なものを次のア～エから１つ選び答えなさい。 

 ア 国会では、法律の制定や予算の審議・議決などが行われている。 

 イ 衆議院と参議院の議決が異なったときには、両院協議会が開かれることがある。 

 ウ 二院制を採用することで、慎重な審議を行うことができる。 

 エ 国会に提出された議案は、本会議で審議された後、委員会で採決される。 

（4）衆議院に優越が認められるものとして、最も適切なものを次のア～エから１つ選び答えなさい。 

 ア 国政調査権   イ 憲法改正の発議   ウ 弾劾裁判    エ 予算の先議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解答編 

1 （1）教科書巻末資料を参考にして下さい 

 （2）ウ    （3）ウ    （4）教育   （5）ウ   （6）インフォームドコンセント 

2 （１）A与党   B野党   C多   D世論   E議会制 

 （2）エ 

  （3）選挙区によって議員１人あたりの有権者数が異なり、１票の価値に差が生じること。 

（4）記号 Ⅹ   理由 表Ⅹは、得票率に応じた議席の割合となっているため。  

（5）あ：５   い：低く   う：増やす 

3 （1）ウ   （2）A最高機関  B立法機関   （3）エ   （4）エ 

 


